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1. WEB

私の大学でのデザインの学びは、「進歩」の連続でした。
様々なコンテンツのデザインを実践し、
「想いをかたちにする力」を身につけてきました。

＋ グラフィック



プロジェクト学修：「わーるどしゃべる」　（2019）

・ フィールドワークによる調査から、プロダクトのブランディングまで、
  デザインにおける基本的なプロセスを踏んで、製品を制作・提案すること
・Webサイトや紙媒体の製作を、アートディレクターとして関わり、各媒体を担当するメンバーの
  進捗状況を俯瞰的に管理すること 

https://www.ne.senshu-u.ac.jp/~proj2019-9/
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経験したこと

1.1. WEB ＋ グラフィック

外国人など多様な人々に親しみやすいツール
であることを「 」で表現しています。



1.
プロジェクト学修：「わーるどしゃべる」　（2019）
https://www.ne.senshu-u.ac.jp/~proj2019-9/
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▲  

　

ディレクション

文字組み・配色の調整

▶

1. WEB ＋ グラフィック

ディレクション

渉外（Web担当以外との連携）

ディレクション

文字組み・配色の調整



2. WEB
大磯 芦川酒店 Webサイト（2012~現在）

制作期間　(現在のデザイン ) 習得技術／ソフト

・ HTML / CSS
・jQuery プラグイン (slick)
・Photoshop / Illustrator

経験したこと

・ 「Google Serch Console」を用いてSEO 対策をすること
・ 長期的にWebサイトをメンテナンスすること
　（クライアント先の定期的な訪問）
・テーマを絞った特設サイトを企画・展開すること
　（店頭で取り扱う野菜や、店主が中心となる火祭りに関する情報を提供）

http://ryofukuoka-portfolio.coresv.com/ashikawa_web/

2015年・2016年

2012年・2013年

大磯 芦川酒店×大磯 左義長
特設サイト
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６ヶ月
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叔父からの依頼で、神奈川・大磯町にある酒屋のWebサイトを制作・運営
しています。私はWebサイトの制作に初めて挑戦しました !

Poin
t
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現在のデザインは、
2015年にリニューアル

誠実さと明るさがイメージされる青色を用い、地
域に寄り添い、お客様の期待に沿ったサービス
を提供する姿を表現しました。



2. WEB

大磯産業プロジェクト　　「大磯の あまざけ」Webサイト（2019~現在）
http://oiso-ashikawa-event.coresv.com/
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制作期間 習得技術／ソフト

1ヶ月
・ HTML / CSS
・JavaScript ライブラリ(leaflet)
・Photoshop / Illustrator

「
」、
「中ゴシック体」



2. WEB

基礎演習 準備課題：シティプロモーションWebサイト（2018）

制作期間 習得技術／ソフト

・BootStrap 4
・HTML / CSS
・ Photoshop / Illustrator

経験したこと

・ Webサイトを作成する前に、デザイン案を作成し、それを元にコーディングを行うこと

・ 一次情報をWebサイトへまとめるため、スポットに実際に出向き、
　その地域の様子を私自身が感じ取ること
・私自身が、その情報を知らない人々の立場で考え、
  どのような情報が必要であるかを丁寧に検討・整理すること

http://ryofukuoka-portfolio.coresv.com/2018_enshu/ixd/
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2ヶ月
11

授業の準備課題で、私が住む「横浜」の魅力を
横浜市外に住む大人に向けて、わかりやすくPRするWebサイトを制作しました。

12

異国情緒あふれるヨコハマの雰囲気を
「凸版文久ゴシック」で表現しました



WEB

基礎演習：東京 2020 に向けたデザインの提案
http://ryofukuoka-portfolio.coresv.com/2018_enshu/ixd_D4T/
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「インタラクションデザイン基礎演習」で、
外国人に向けたお土産を４人のグループワークでデザインしました。

2.

制作期間 習得技術／ソフト

・BootStrap 4
・HTML / CSS
・ Photoshop / Illustrator

経験したこと

・ブレインストーミングやフィールドワークにより、社会的な課題に対するソリューションを検討すること
・ ビジネスモデルを組み立て、モデルを広く発信するために必要となる工夫について頭をひねること2ヶ月
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ブレインストーミング

最初に制作したプロトタイプ
失敗を繰り返し、左ページの
完成形へたどり着きます。

飲料メーカー

出資（ファウンディング）

広告の掲載

寄付

Unicef など
人道支援機関

プレイヤー

FREE

ビジネスモデルを表した図

遊び心を表現するために、文字はフリーフォ
ントを使用し、矢印には、環境をイメージ
した「緑色」と、ゴミの焼却でポイ捨ての
危機感を伝える意図で「オレンジ色」を使
用しています。



2. WEB

応用演習：「葉°ずる」　プロモーションWebサイト (2018)

制作期間　（Webサイト） 習得技術／ソフト

・ 対象ユーザを意識して、力を入れて製作したプロダクトを私自身でPRすること
・ 制作後のメンテナンス性を意識し、ヘッダーとフッター、コンテンツ部でCSSを分け、
  パーツをきっちり区別してWebサイトをコーディングすること

http://ryofukuoka-portfolio.coresv.com/2018_enshu/cd/
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２週間

[ ‘Pa’ zzle ]

・ HTML / CSS
・jQuery プラグイン (slick)
・Photoshop / Illustrator
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経験したこと

「コンテンツデザイン応用演習」で、小学生が自然科学を楽しく学べる
「カガクおもちゃ」を、半年間にわたる5人のグループワークで製作しました。

＜葉°ずる＞ とは？
緑色の絵の具を混ぜた色水を、葉を模したアクリル製の
プロダクトに流すと、水がプロダクト内に流れ、葉脈に
水が運ばれている姿をイメージできます！

ディレクション

コーディング

子供たちが閲覧するページは、

何についての情報かわかるように、ひらがな３文字の見出しにしています。

文章を丸ゴシック体にすることで、子供たちに親しみやすい

Webサイトに仕上げました。

風雨を乗り越え、
力強く成長していく
茎の姿を表現しています。



WEB

卒業演習・組織内コミュニケーションプログラム「team★log」（2020）
https://team-log.studio.site/

PROGRESS

社会心理学を専門とする教員による指導の下、企業内のコミュニケーションについて
研究を行い、グループウェアで実践できるアクティビティを開発・提案しました。

2.

制作期間 習得技術／ソフト

・TIPI-J を用いた性格検査手法
・ Figma/Studio によるWebデザイン
・ファシリテーションスキル

経験したこと

・性格検査を実施し、その結果を踏まえたエンプロイーエクスペリエンスを検討すること
・ クラウドサービスを活用し、Webサイトをデザインすること
・デザインの考え方を活かし、チームをファシリテートすること1 年
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1. 2. 3.

指導教員の苗字である「山」のイメージの緑を背景に、
リモートワークのイラストを描き、私自身の研究テーマ
を表現しています。



3. グラフィック
講義科目課題：「新宿区についてのインフォグラフィクス」（2018）

制作期間 習得技術

・ Illustrator

経験したこと

・身の回りにある、公的機関の統計データを元に「インフォグラフィクス」を作成すること
・数値データが何に関するものかを示す「ピクトグラム」をデザインすること 

インフォグラフィクスを制作する難しさを学ぶ。
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1 週間



3. グラフィック
講義科目課題：「食べられるグラフ」（2018）

制作期間 習得技術

・ Illustrator

経験したこと

・お菓子のイラストをグラフとして表現すること
・自らがコンピュータ上で作成したお菓子の名前をネーミングしたり、パッケージをデザインしたり
　することで、社会問題を他者に印象付けること

グラフを、ダイナミックに魅せる。

PROGRESS

21 22

1 週間



SENDING 

専大 Life

SENDING

SENDING Vol.16 https://passnavi.evidus.com/sp/senshu-navi/2018/sending16/

SENDING Vol.16

リアルな専大Life

制作期間　（バナー画像）

経験したこと　（バナー画像）

習得技術／ソフト　（バナー画像）

・ Illustrator
・Photoshop
 ( スキャンしたイラストのトレース )

・各人がそれぞれ得意とするイラスト・レイアウト・キャッチコピーの各分野の技術を結集し、
  １つの成果物を作り上げること
・私自身のディレクションによって、各人の作業と打ち合わせの期間をスケジューリングし、
  期限までに作業を遂行すること
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3ヶ月
Illustrator Copy Writer

３人で作業を分担し、
私は、進捗の管理・指揮
職員の方々とのコンタクトを担当
（Director）
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（2018）

「学生らしさ」を表現するため、
イラスト好きな学生が、昼休みにスケッチブックに描くようなテイストのイラストにしました。

「SENDINGがどんな情報誌か？」が一目でわかるキャッチコピーにするため、
コピーライターが出した案について、私の進行で皆で話し合いながら決めました。

Director
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